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　11月17日、「第２回飛騨市探究フェ

ス〜あこがれは、すぐそこにいる。

〜」を開催しました。

　今年は学校での探究活動の盛り上

がりを受け、学校や地域の日頃の探

究活動の取り組みを発表する場とし

て、市内の小中高生から大人まで幅

広い世代が参加しました。

　プレゼン形式の実践発表や作品の

展示、ブース出展が行われました。

◆探究の発表について

〈探究実践発表〉

　市内の小中学校、高校、地域学校協

働本部など全10チームが出場し、ふ

るさと学習や企業とのコラボ企画な

ど、個々の興味や課題意識をもとに

した多彩なテーマの取り組みについ

て発表しました。

〈展示・ブース出展〉

　市内の学校や団体など６団体が参

加。「食探究」では飛騨米の食べ比べ、

「表現探究」では俳句や短歌作品の展

示など、それぞれの探究活動を実際

に体験できる企画が行われました。

◆探究フェスを振り返って

　今年は大人チームも実践発表に初

参加し、多世代が学び合う楽しさを

共有する場として進化しました。

　「あこがれは、すぐそこにいる。」と

いうテーマの通り、探究フェスが自

身の探究の種を見つけるきっかけと

なり、市全体に探究活動の魅力が広

がることを願っています。

学校教育課 0577-73-7494

環境課 0577-73-7482

探究活動の輪が幅広い世代に広がって

いました！

自分たちの探究活動を生き生きと発表

していました！

㊻

第２回飛騨市探究フェス開催！
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　どんな人でも、歳を重ねれば、物

事を判断する力や、身体的機能が衰

えてくることは当たり前のことで

す。それまで自分でできていたこと

が徐々にできなくなり、自分が望む

ような生活が送れなくなることもあ

りますから、最期までなるべく自分

の意思通りの生活ができるように、

将来に備えた準備が必要です。

　そこで、注目したいのは、次の４

つの制度です。

財産管理委任契約…加齢などで本人

が預貯金の払い戻し等ができなく

なった時、家族や信頼できる人に代

わりに行ってもらう契約です。

任意後見契約…あらかじめ自ら選ん

だ信頼できる人に後見人になっても

らい、判断能力が不十分になった

時、身上看護や財産管理を行っても

らう契約です。

遺言…財産分配の指定について、前

もってどのようにするのかを記して

おきます。

死後事務委任契約…本人が亡くなっ

た後に行わなければならない葬儀や

納骨、事務手続き等を行ってもらう

契約です。

　これらは、それぞれ単独でも利用

できますが、本人の状況に合わせて

組み合わせたり、セットで契約する

ことで、判断能力が失われてから死

後まで、サポートに空白の期間がな

いように連続して支援を受けること

ができます。

　今は元気でも、行く先々では何が

起こるかは分かりません。

　また、これらの制度が有効である

と分かっていても、利用に向けての

一歩を踏み出す決心がつかないとい

うこともあります。

　３月の終活セミナーは、これらの

制度について分かりやすくお伝えし

ます。ぜひご参加ください。

飛騨市終活支援センター

（飛騨市社会福祉協議会内）

0577-73-3214

ご希望があれば、自宅訪問での終

活相談もお受けします。お気軽に

お問い合せください。

■３月３日（月）　13:30 ～ 15:00

■ハートピア古川

■定員25名

～財産管理・任意後見・遺言・死後事務～

終活セミナー＆相談会

『備えておきたい
　　　未来への約束』

お申し込みは下記まで

未来への備え

はじめませんか？

そろそろ
終活

＜その59＞
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冬のスキンケアの
すすめ

　最近ますます寒くなってきました

ね。頬にあたる風も一層冷たいこの

季節、肌がかさついて悩む方も多い

かもしれません。冬は１年のなかで

最も気温と湿度が低下します。湿度

が低下することで、空気中の水分量

が低下し、肌の水分が空気中に奪わ

れ、皮膚が乾燥しやすくなります。乾

燥した肌は皮膚表面のバリア機能も

弱くなり肌トラブルが起こりやすい

状態になります。お子さんたちの肌

は大人よりも薄いため、特に乾燥し

やすく、日々のスキンケアが肌トラ

ブルの予防につながります。

　スキンケア用品にはいくつかの種

類があります。肌の水分を保つ成分

が多く含まれるもの、肌に油分で蓋

をして水分を閉じ込めるものなどが

あり、組み合わせて使うことも効果

的です。

　保湿クリームは塗る量が大切で、

指関節１本分の長さの量で、大人の

両手くらいの面積です。肌にティッ

シュが張り付くくらい、たっぷりと

塗ってください。

　最近の研究で、赤ちゃんの肌をス

キンケアで健やかに保つことは、食

物アレルギーの発症予防に有効であ

ることがわかってきました。これま

で食物アレルギーは、口から食べた

ものにより起こると考えられていま

したが、口から食べるよりも、皮膚か

ら吸収した物質のほうがアレルギー

反応を起こしやすいことがわかって

きました。肌のバリア機能が崩れて

いると、食品や特定の物質を皮膚か

ら吸収する量が増え、アレルギーが

起きやすくなります。毎日のスキン

ケアを続けてもらうことは、肌トラ

ブルだけでなく食物アレルギーの予

防にもつながっているのです。

　自宅でスキンケアをしていて、湿

疹やかぶれ、かゆみなど症状がみら

れる場合はすみやかに医療機関を受

診しましょう。医師の指導のもと適

切に医薬品を使用することも重要で

す。肌を健やかに保つことで、寒い冬

を健康に乗り越えましょう！

古川町保健センター

0577-73-2948


